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【2⽉のテーマ】

てがたん樹⽊検定・冬編

案内⼈︓⽵本周平（⿃の博物館市⺠スタッフ）

⾝近な⽊の名前を当ててみましょう。冬は花や葉がついていない⽊

もあります。そんな⽊でも樹形や樹⽪、冬芽などの特徴を調べると

何の⽊か当てられます。夏には気づきにくい樹⽊の特徴の⼀⾯を

じっくり観察しましょう。

2022年2⽉12⽇（⼟）

⾞や⾃転⾞に注意しましょう。⽔⽥や私有地ではマナーを守って観察しましょう。

【てがたんクイズ】

次の写真は、今⽇観察した

カツラ、アオキ、イヌツゲの

写真です。特徴を思い出しな

がら、どれがどの⽊か当てて

みよう。
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常緑樹は⼀年中、葉の形で⾒分けられます。冬の落葉樹の場合は、

樹形・冬芽・樹⽪のほか、枝先に残った果実や地⾯の落葉などが

名前を知る⼿がかりになります。

冬の樹⽊を⾒分けるコツ

樹形に注⽬

冬芽に注⽬

樹⽪に注⽬

裸芽（アカメガシワ） 鱗芽（ミズキ） 隠芽（ニセアカシア）

杯型（ケヤキ） ドーム型（クスノキ） 柱型（ポプラ）

横縞（サクラ） 縦縞（アカメガシワ） 網⽬（ハナミズキ）

てがたんクイズ答え︓a.アオキ、b.カツラ、c.イヌツゲ

エノキの果実


